
【事務事業調書】

■事務事業の概要

■活動指標

■事業費（計画） ■事業費（当初予算） ■事業費（実績）

1 1 1

2 2 217,312,000

10,899,000 消耗品費

委託料 16,951,000

収集量

800t 581ｔ

16,950,150委託料

5,278,035

委託料

細　節 金　額 細　節

消耗品費

金　額

消耗品費 9,634,000

金　額 特　記　事　項

実
績

家庭から分別されて出される一般廃棄物（生ごみ）をステーション方式により収集しました。生ごみ
を可燃ごみと分別して収集し、生ごみは堆肥化することで資源として再利用しました。

可燃ごみとして焼却していた生ごみを分別収集し、堆肥として再資源化をすることで、生ごみの有効
なリサイクルができています。また、生ごみを原料として出来上がった堆肥（たんたんくん）を地元農
家に利用してもらうことで、町民が循環型社会を実感でき、リサイクルの意識の向上につながってい
ます。

指　標 目　標　値 達　成　値 特　記　事　項

細　節

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？ どのような成果が現れます（現れました）か？

計
画

家庭から排出される一般廃棄物（生ごみ）を収集運搬する。 可燃ごみから生ごみを取り除き分別収集することによって、可燃ごみの減量化を図る。また、生ごみ
をリサイクルし堆肥にすることで、資源の有効利用につながり、循環型まちづくりの礎とする。

事業の分類 既存事業
リーダー 竹澤　伸一

担当部課 住民生活部　環境課
担　当 環境担当

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業

001-04-02-02-003-01-02
事務事業名 生ごみ収集事業費

予算科目
コード

2 2 2

3 3 3

4 4 4

5 5 5

6 6 6

7 7 7

8 8 8

■事業経費

計 4,350,000 3,498,000

差引（一般財源） 23,861,000 18,730,185

受益者負担金

その他の特定財源 4,350,000 3,498,000 生ごみ袋販売代金

22,228,185

地方債

-284,000 ①ごみ処理事務費　　　　　72千円
②動物死体収集事業費　212千円

流用額

決算額

予算現額 26,301,000

28,211,000 26,585,000 22,228,185

17,312,000 委託料 16,951,000 16,950,150委託料委託料

計　画 実　績 特　記　事　項

補正予算額 0

当初予算額

決　算

財
　
源

26,585,000

国庫支出金

県支出金

予
　
算




